
 

 

                     

               
                           

平成２８年度が始まりました。よろしくお願いいたします。

 
胸に抱け 四中ＰＲＩＤＥ                          

平成２８年度が始まりました。新しい学年、新しい学級が発表になりました。新

に立った今、ここでがんばろうと心を決めましょう。

さて中学校生活で身に付けてもらいたい力を二つ示します。

第一には「正しい判断力を身につける」ことです。いろいろな事を正しく判断する力は、正しい知識と豊か

な経験によって養われます。学校生活に当てはめると、まず、授業にしっかり取り組み、学習内容を深めるこ

とが知識を蓄積することの第一歩です。そして、授業以外でも自分の力で学習することも求められます。また、

行事や部活動、係活動などに一生懸命取り組むことにより、良い経験を蓄積できます。もちろん、自分の意見

や考えを正しく伝えることも良い経験として求められることです。このように、学校生活の中での知識と経験

の積み重ねが、物事を正しく判断する力となっていきます。中学校生活では、指導してくださる先生のお話を

よく聞き、積極的に学習や委員会係活動に取り組み、結果が出るまで粘り強く努力を続け、「正しい判断力」を

養っていくことを望みます。 

第二には、「豊かな心を育てること」です。豊かな心を育てていくためには、他を思いやる心がまず必要です。

互いの違いを認め、そのよさを学び合い、思いやりの心を持って接することで、協力する姿勢や、友情が生ま

れ、豊かな心を養っていく心構えができます。そして、学校生活を通じて仲間たちと喜びや悲しみを共にする

ことにより、豊かな心が育っていきます。豊かな心を持った集団はとても温かく、居心地がよく、お互いを成

長させる素晴らしい集団に成長します。そのような集団を作り上げていくために、自分勝手な考えや行動はも

うやめましょう。一人ひとりが仲間を大切にすることを考え、行動をすることを心がけてください。

「正しい判断力を身につけること」「豊かな心を育てること」の二つの目標を達成するために、第四中学校の

一員として、誇りをもち一生懸命学校生活に取り組んでください。

次に生徒として大切なことについて述べます。それは

一生懸命取り組むのは当然です。とくに２、３年生はその

本校の今年の生活指導スローガンは「胸に抱け

のことです。全国の中学生がやっていることが、当たり前にできるようになって誇りがもてます。行動す

ることによって誇りがもてます。四中生の誇りを胸に抱いて日々の学習、生活に取り組んでいきましょう。

最後に、保護者の皆様へのお願いを申し上げます。

です。自分のことはできるだけ自分でさせること、いろいろな事を選ばせることなど、お子様が自分で決めて、

決めたことに粘り強く取り組み、出た結果は自分の責任であることを自覚させることが大切です。また、何か

トラブルがあった時も、子どもの言うことだけを鵜呑みにせず、客観的な状況をつかみ、お子様が成長するた

めにどのような対応が適切かを学校とよく相談するなど、お子様が自立していくために、保護者としてどのよ

うに関わっていくかを、考えていただきたいと思います。中学校

る大切な３年間です。その成長を確かなものにするためには、

だけ学校に足を運んでいただき、お子様はもちろんですが、他の生徒の活躍する姿を見ていただくことにより、

家庭とは違うお子様の行動や態度が理解でき、お子様とのよりよい関わり方が見えてくると思います。お子様

の成長のために、どうぞよろしくお願いいたします。

 

平成２８年度 入学式を行いました

 ４月７日（木）、第７０回入学式を挙行いたしました。１９４名の新入

生が希望に満ちたまなざしで入学し、２年生の代表と３年

新入生誓いの言葉を述べた西山卓見くんは「学習や行事、生活や部活動と

何事にも真剣に一生懸命取り組んでいきます。

ました。 

 また８日（金）には対面式を行い、３年生からは「失敗を恐れずに挑戦

しよう。失敗から何を学ぶかが大事です。」「
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「第四中学校 ＳＮＳ学校ルール」について 

  
  携帯電話やスマートフォン、その他インターネットに接続できるゲーム機器などは、役に立つ道具で

もありますが、使い方一つで、自分や家族、友達の身を危険にさらしたり、人を傷つけたりする道具に

もなります。 
また、使用しすぎると、睡眠不足による健康被害を受けたり、学習時間が確保できなくなったりする

恐れもあります。 
そこで、学校では、使用するときの「第四中学校ＳＮＳ学校ルール」を策定しました。自分や家族、

友達を守るためにも、家庭でも使い方について話し合い、家庭でのルールつくりなどにいかしてくださ

い。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  【四中宣言】 

    四中生は、 

      スマホの使用は９時半までにします。 

      相手の状況を考え送信します。 

      自分が書かれてイヤなことは送信しません。 

      パスワードは親に伝えます。 

 

 

 

東京都では「ＳＮＳ東京ルール」を平成２７年１１月に発表しました。これを受けて各学校が３月までに「ＳＮＳ学校

ルール」をつくり、さらに各家庭で「ＳＮＳ家庭ルール」を保護者と子どもが話し合ってつくりましょうと呼びかけてい

ます。 

四中では、１月に生徒全員から「ＳＮＳに関して困ったこと、嫌だったこと」のアンケートをとり、その結果をもとに

学活、学級委員会や中央委員会で話し合ってきました。生徒たちが真剣に考え、話し合ってつくったのが上の「ＳＮＳ四

中ルール」です。昨年の修了式で生徒会本部役員から全校生徒に発表し、承認を得て決めたものです。 

 第四中学校 ＳＮＳ学校ルール 

スマホじゃなくて…‘ペン’持とう 

              …‘友’ 持とう 

…‘本’ 読もう 

…‘口’で言おう！ 


